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第
四
巻
　
史
料
編
制

　
大
阪
府
の
河
内
長
野
市
は
、
観
心
寺
や
金
剛
寺

を
は
じ
め
と
し
て
、
ゆ
た
か
な
史
跡
と
吉
文
書
や

文
化
遺
産
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
、
歴
史
研
究

者
に
は
つ
と
に
な
じ
み
深
い
地
方
で
あ
る
が
、
昭

物
三
九
年
以
来
、
布
制
一
〇
周
年
記
念
事
業
と
し

て
常
項
の
編
修
が
進
め
ら
れ
、
昭
和
四
七
年
そ
の

第
一
冊
凄
と
し
て
「
史
料
編
一
」
が
刊
行
さ
れ
た
。

発
刊
の
辞
に
よ
れ
ば
、
全
部
で
一
〇
巻
を
こ
え
る

計
画
で
、
執
筆
に
は
時
野
谷
勝
薦
を
は
じ
め
＝
一

名
の
各
専
門
分
野
の
諸
氏
が
あ
た
ら
れ
て
い
る
。

本
巻
は
そ
の
第
四
巻
で
、
井
上
薫
（
古
代
）
・
永

島
福
太
郎
（
中
世
）
両
馬
の
担
当
部
分
で
あ
る
。

　
本
巻
の
構
成
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
古
代

　
　
　
一
、
古
代
の
河
内
長
野
地
方

　
　
　
二
、
観
心
寺
文
書

　
　
　
三
、
金
剛
寺
史
料

　
　
　
　
イ
、
金
剛
寺
文
書

　
　
　
　
ロ
、
経
疏
類
奥
書

　
　
中
世

　
　
　
一
、
観
心
寺
文
書

右
の
古
代
の
「
は
、
　
つ
づ
く
二
　
（
二
｝
　
点
）
・
三

（
六
九
点
）
以
外
の
、
記
紀
以
下
の
関
係
古
代
史

料
二
九
点
を
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
本

書
の
大
部
分
は
、
文
治
五
年
か
ら
文
禄
五
年
に
い

た
る
六
六
三
点
に
お
よ
ぶ
中
世
の
観
心
寺
文
書
で

あ
る
（
な
お
古
代
二
に
も
中
世
文
書
が
若
干
含
ま

れ
て
い
る
）
。
「
あ
と
が
き
」
に
よ
れ
ば
当
初
本
巻

に
古
代
・
中
世
の
関
係
史
料
が
網
羅
さ
れ
る
予
定

で
あ
っ
た
が
、
中
世
文
書
が
多
数
の
た
め
、
中
世

の
金
剛
寺
文
書
な
ど
は
御
器
へ
移
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
改
め
て
い
う
ま
で
も
な
く
、
観
心
寺
文
書
や
金

剛
寺
文
書
は
、
す
で
に
『
大
日
本
古
文
書
』
の
一

部
と
し
て
公
刊
さ
れ
て
い
る
が
、
本
帯
史
の
史
料

編
で
は
、
そ
れ
ら
を
原
本
に
つ
い
て
再
調
査
し
て

新
た
に
多
数
を
補
っ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

利
用
の
便
を
考
え
て
原
則
と
し
て
年
代
順
に
配
列

し
た
点
に
も
新
し
さ
が
あ
る
。
新
紹
介
の
史
料
と

し
て
は
、
古
代
三
の
経
産
類
奥
書
四
五
点
が
『
平

安
遺
文
』
題
駿
編
に
も
未
収
の
も
の
で
あ
り
（
た

だ
し
『
平
安
遺
文
』
題
蹟
編
】
五
四
四
号
・
二
三

二
〇
号
な
ど
『
金
剛
寺
古
記
』
所
載
の
も
の
が
本

書
に
は
収
め
ら
れ
て
い
な
い
）
、
さ
ら
に
中
倣
の

観
心
寺
文
書
に
も
『
大
日
本
古
文
書
』
に
不
感
の

も
の
が
散
見
す
る
。
用
字
が
当
用
漢
字
に
改
め
ら

れ
て
は
い
る
が
、
こ
の
点
で
中
世
史
研
究
に
寄
与

す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
な

お
本
書
で
は
、
糀
大
日
本
古
文
書
』
所
載
の
も
の

に
は
そ
の
文
書
番
号
を
附
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
新

紹
介
の
文
書
も
一
唐
瞭
然
な
ら
し
め
て
い
る
。

　
本
書
の
構
成
を
み
る
と
、
史
料
の
配
列
の
原
期

に
苦
心
さ
れ
た
あ
と
が
う
か
が
え
る
が
、
形
式
的

な
観
点
か
ら
い
え
ば
、
前
掲
の
一
、
二
、
三
の
項

目
名
を
み
て
も
や
や
体
裁
不
統
一
の
感
が
な
い
で

は
な
い
。
史
料
の
見
出
し
の
仕
方
や
目
次
の
掲
げ

方
も
そ
う
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
年
代
順
を
原
則
と

し
な
が
ら
も
な
お
類
別
・
所
蔵
者
別
や
一
存
形
態

を
示
す
こ
と
に
も
配
慮
さ
れ
た
た
め
、
不
統
一
が

生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
そ
れ
は
、
史
料
集

を
編
纂
す
る
と
き
誰
し
も
苦
慮
す
る
困
難
で
あ
り
、

本
書
の
返
済
を
損
ね
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。

　
一
巻
に
予
定
さ
れ
る
金
剛
寺
文
書
は
、
問
寺
の

古
文
書
や
経
巻
類
の
調
査
・
整
理
が
い
ま
ま
で
全

く
不
充
分
で
あ
っ
た
実
情
か
ら
、
筆
者
の
知
る
限

り
で
も
か
な
り
の
薪
紹
介
史
料
が
期
待
さ
れ
る
。

住
畏
が
自
分
た
ち
の
住
む
地
域
を
認
識
す
る
帰
つ

の
方
法
と
し
て
市
史
に
期
待
す
る
も
の
は
、
お
そ

ら
く
本
編
の
通
史
的
叙
述
に
よ
っ
て
果
た
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
と
は
別
に
本
旧
史
だ
け
が
も

ち
う
る
こ
の
大
き
な
学
聞
的
な
役
謝
へ
の
期
待
を

の
べ
て
、
簡
単
な
が
ら
紹
介
を
お
え
た
い
。

　
（
A
5
伽
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ト
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○
頁
　
本
文
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五
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